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中国地域ニュービジネス特別賞

外観・内部共に人を再現した生命感じるロボット“mikoto”

医療教育用シミュレータ「mikoto」は、鳥取県の委託事業により、平成28年2月から鳥取大学医学部附
属病院と共同で開発をスタートし、1年で開発した。その後、事業を全国に拡大するため、大手医療機器
商社㈱カワニシホールディングス（岡山市）グループと当製品の総販売代理店契約を締結し、PR、販売
活動ともに事業を一気に加速させた。同時に、国内のみならず海外へ向けても展開している。
「mikoto」は、医学部生や研修医等が利用するもので、気管挿管、内視鏡検査、喀痰吸引手技の3つの
手技をトレーニングすることができ、外観・内部共に『人』を再現したシミュレータである。複数の医師と
深く連携した解剖学的な臓器の作り込みと、人が起こす生体反応などのロボット技術を組みわせたこ
れまでにないシミュレータを開発し、事業を展開している。
【推薦団体】株式会社山陰合同銀行　米子支店

平成25年に会社設立。平成26年に鳥取県の企業誘致を受け、医療・福祉分野に特化したロボット会社とし
て米子市で事業を開始。医療用ロボットや医療機器の研究開発及び医療現場からの幅広いニーズを受
け、製品開発等を行っている。先端医療に取り組む鳥取大学医学部附属病院の複数の診療科・医師と密接
に連携し、開発から製品化まで一貫してできることを強みとし、ロボティクス技術（工学）と解剖学的な作り
込み（医学）の、独自性ある技術によって、世界でオンリーワンとなる人体に近いロボットを創り、医療現場
を変えるイノベーションをおこしていきたい。

●鳥取大学医学部付属病院との産学連携により、ロボット技術と精巧な解剖学的構造を組み合わせたリア
リティのある革新的な医療教育用シミュレータが開発できている。
●他社の医療教育用シミュレータはマネキンで手技の方法を学ぶためのものだが、「mikoto」は患者が検
査中に起こす生体反応を再現するため、手技の正確性を習得できるところに独自性がある。
●「mikoto」をベースに、多くの大学や企業が新しい部位や活用方法に参加できるプラットフォームを開
発し事業を拡大をさせるとともに、海外への展開にも注力していく計画である。
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